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わたしの研究

「鉄棒」というワードを聞くと、「苦手だったなぁ」と思う方が

多いのではないでしょうか。校庭の片隅に存在感薄めに設置

されている鉄棒。教具やタオルをぶら下げる物干しと化し、運

動遊びにはなかなか使ってもらえないこともしばしば…。そん

な鉄棒ですが、授業で取り上げると休み時間にブームが起き

ます。私のこれまでの研究を少しだけ紹介させてください。

私は、これまで小学校低・中学年の鉄棒運動について毎年度

学習することによる技能成果について検討してきました。低学

年の児童を対象にしたのは、逆さになったり、回転したり、腕

で体を支えたりといった動きは、体が身軽なうちに学習した方

が身につきやすいからです。研究を通して分かったことを2つ

紹介します。

１つ目は、１学年６時間程度の授業時間でも２年間毎年度学

習をすると81.3％以上の児童が低学年の技能を身に付けら

れるということです。２つ目は、運動技能水準が低い児童は３

年間毎年度学習することで低学年の技能を習得できますが、

動きを覚える順番は児童によってそれぞれ異なるということ

です。

１学年の学習単元では、「あと少しでできそうなのに…」とい

うところで学習が終わってしまう場面をよく見かけます。より

たくさんの児童が「出来た！」を味わうためには、繰り返しの学

習が大切なのだと研究を通して感じています。

今後もより多くの児童が「出来た！」に出会えるように研究

を進めていきたいです。

「ねぇねぇ先生、できるようになったけど、カッコ悪い」

差し出されたタブレットには、その児童の逆上がりの映像が写って

いました。

「できるようにはなったんだけど・・・」
実践授業の1時間目、逆上がりができなかった女の子。授業や休

み時間にたくさん練習をしてできるようになったそうです。でも彼

女には新たな悩みが…。自分の逆上がりは、格好良くないというの

です。確かに彼女の映像を見ると上がる途中で体が反り返ってしま

い、スムーズな動きとはいえない出来栄えでした。

私は、彼女の言葉に強く心を打たれました。技ができるようになっ

たことに満足せず、「できたけど、イメージと違うな。」「もっと格好

良くやるにはどうしたらいいのだろう。」とより探究的に学習をして

いたからです。彼女は、その後も撮影しては観察し、観察しては練習

し、と繰り返し練習に取り組んできました。
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鉄棒が嫌いな子供を減らしたい！
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必読

できるようになったけど、もっと上手に

なりたいという向上心。何度も繰り返し映

像を見て分析する探究心。私も研究者の

一人としてこの気持ちを持ち続けていき

たいな…と先生と児童の何気ないやり取

りを見て感じました。

ご一読ありがとうございました。

教員採用試験に向けた
実技授業風景

実践授業中の児童の様子

about:blank
about:blank

